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アンケート調査項目の概要 

 

調査分類 調査の種類 調査対象者 配布数 

①子育て調査 
就学前児童調査 就学前の児童のいる世帯の保護者 1,000 件 

小学生児童調査 小学生の児童のいる世帯の保護者 1,000 件 

②若者調査 若者調査 18～39 歳の市民 2,000 件 

③子どもの生活調査 

 （貧困調査） 

小中学生調査 小学５年生及び中学２年生 
約 1,200 件 

（悉皆調査） 

保護者調査 上記児童の保護者 約 1,200 件 

 

①子育て調査の主な内容 

調査の目的 本市における教育・保育・子育て支援サービスに関する現在の利用状況や今後

の意向、その他こども計画の策定にあたり必要な内容を調査し、次期計画の基

礎資料とすることを目的としています。 

 

調査の対象 就学前の児童のいる世帯・保護者 1,000 件 参考資料１ 

小学生の児童のいる世帯・保護者 1,000 件 参考資料２ 

 

主な調査項目 就学前の児童のいる世帯・保護者調査 

問１ あて名のお子さんとご家族の状況 

住んでいる小学校区、生年月日、世帯構成、調査票の回答者 など 

問２ 子どもの育ちをめぐる環境 

主に子育てを行っている人、子どもの面倒を見てくれる親族・知人の有無、

気軽に相談できる人の有無、子育てに対する負担感 など 

問３ 保護者の就労状況 

母親・父親の就労状況、就労形態、就労意向 など 

問４ 育児休業や短時間勤務制度 

育児休業の取得状況、職場復帰のタイミング など 

問５ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

幼稚園・保育園などの利用状況、利用している理由、今後の意向 など 

問６ 病気の際の対応 

病気やケガで保育園等を利用できなかったことの有無、できなかったときの

対処法と対処日数、病児・病後児保育の利用意向 など 

問７ 土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 

土日・祝日の保育園などの利用意向、利用時間帯、利用したい理由 など 

問８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かりなどの利用 
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日中の一時預かりの利用状況と利用意向、宿泊を伴う一時預かりの必要性と

利用意向 など 

問９ 地域子育て支援センターの利用状況 

子育て支援センターの利用意向と利用頻度、利用意向、市の各種事業の認知

状況・利用意向 など 

問 10 小学校就学後の放課後の過ごし方 

進学時における放課後の過ごし方、放課後児童クラブの利用意向 など 

問 11 子育て支援 

本市の子育て支援の満足度、子育てに関する具体的な不安や悩み など 

問 12 子どもの発育・発達 

子どもの発育・発達で気になること、気になった際に取った行動 など 

問 13 大和郡山市での子育てや子育て支援サービス 

充実してほしい子育て支援策、本市での子育て意向 など 

 

小学生の児童のいる世帯・保護者調査 

問１ あて名のお子さんとご家族の状況 

住んでいる小学校区、生年月日、世帯構成、調査票の回答者 など 

問２ 子どもの育ちをめぐる環境 

主に子育てを行っている人、子どもの面倒を見てくれる親族・知人の有無、

気軽に相談できる人の有無、子育てに対する負担感 など 

問３ 保護者の就労状況 

母親・父親の就労状況、就労形態、就労意向 など 

問４ 病気の際の対応 

病気やケガで通学できなかったことの有無、できなかったときの対処法と対

処日数、病児・病後児保育の利用意向 など 

問５ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かりなどの利用 

不定期に利用している教育・保育事業の利用状況と利用意向、宿泊を伴う一

時預かりの必要性と利用意向 など 

問６ 放課後の過ごし方 

放課後児童クラブの利用状況、放課後の過ごし方、土日・祝日・長期休暇に

おける放課後児童クラブの利用意向 など 

問７ 安全 

健全育成・非行防止に向け力を入れること、安全に重要と思うこと 

問８ 子育て全般 

本市の子育て支援の満足度、子育てに関する具体的な不安や悩み など 

問９ 大和郡山市での子育てや子育て支援サービス 

充実してほしい子育て支援策、本市での子育て意向 など 
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②若者調査 

調査の目的 18～39 歳を対象に働き方に対する考えやひきこもり、悩み等、若者が抱える問

題・課題等を把握し、必要な支援の在り方を検討するための基礎資料とするこ

とを目的としています。 

 

調査の対象 18～39 歳の市民 2,000 件 参考資料３ 

 

主な調査項目 問１ あなた自身のこと（回答者の状況） 

年齢、性別、世帯構成 など 

問２ 生活習慣 

普段の外出状況、人との会話、普段の過ごし方 など 

問３ あなた自身の現状、将来 

社会生活や日常生活の送り方、周囲の人・社会のかかわり方、幸福度 など 

問４ 就学・就労状況 

最終学歴、現在の就労状況、働いていない理由 など 

問５ 悩み・相談先 

普段の悩み、相談相手、相談したくない理由 など 

問６ 求める居場所 

自分にとってやすらぐ居場所 など 

問７ 結婚・出産 

子育てにかかる費用で負担を感じていること、結婚・出産に必要なサポート 

など 

問８ 行政に求める施策 

行政の取り組みに対して望むこと 
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③子どもの生活調査 

調査の目的 子どもの貧困が社会的にも問題となっている中、本市においても子育て世帯の

経済状況を含めた生活実態を把握し、今後の子育て支援施策を検討するための

基礎資料とすることを目的としています。 

 

調査の対象 小学５年生及び中学２年生 約 1,200 件（悉皆調査） 参考資料４ 

上記児童の保護者     約 1,200 件 参考資料５ 

 

主な調査項目 小学５年生及び中学２年生調査 

問１ あなた自身について 

性別、住んでいる小学校区、世帯構成 など 

問２ 勉強や授業のこと 

授業以外での勉強状況・時間、授業の理解、進学希望 など 

問３ 日常生活について 

スポーツクラブや部活動への参加状況と参加していない理由、食事の摂取状

況、就寝時間、友達づきあい、お手伝いの状況 など 

 

小学５年生及び中学２年生の保護者調査 

問１ ご家族の状況 

子どもと回答者の関係（続柄）、世帯構成、婚姻状況 など 

問２ お子さんの親の就学・就労状況 

親の最終学歴、親の就労状況 など 

問３ 子どもの進路 

現実的にみた最終進学先とその理由 

問４ 子どもとの関わり状況 

子どもとの関わり方、学校行事等への参加状況 

問５ 現在の暮らしの経済的状況 

現在の暮らしの状況、食料品の購入状況、世帯収入 など 

問６ 日常生活の状況 

頼れる人の有無、子どものお手伝いの状況、生活の満足度 など 

問７ 制度等の認知・利用状況 

子育て等に関する各種制度・事業の認知状況 

 


